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1、問題と目的

日本における労働問題の一つに，若者の早期離職がある。厚生労働省(2014)の新規学卒

就職者の在職期間別離職率の推移によると，新卒大学生の 3 年以内離職率は 31．0％であ

る。また，離職理由の内訳について厚生労働省の若年者キャリア支援研究会報告書(2003)

を見ると，1 年以内に離職を行う若者の離職理由として一番高いものに「仕事が自分に合

わない・つまらない(39．1％)」があげられており，仕事とのミスマッチが問題として指摘

されている。

このような若者の早期離職や不適応への対策として，キャリア支援などによって進路成

熟態度を培うことの重要性が示唆されている。しかし，進路成熟態度を高める要因につい

ては先行研究においても十分に明らかにされていない。

先行研究において，進路成熟態度を維持し高めるためには自己効力感が重要な要素とな

ること，並びに不安感情が進路成熟態度と関わりがある可能性があることについて示され

てきたが，これらの関連性についての研究は乏しい。

そこで本研究では，キャリア支援を行う際のプログラムの方向性をより具体的に見出す

ため，学生の進路未成熟を予測しうる心理的特性について性別や学年についても考慮し，

検討を行った。

2、方法

首都圏に在学する大学生を対象に質問紙調査を行った。尺度は，職業的進路成熟態度尺

度(坂柳・竹内，1986)，進路選択に関する自己効力感尺度(浦上，1995)，新版 STAI 状態

－特性不安検査(肥田野ら，2000)を使用した。

進路成熟態度尺度及び進路選択に関する自己効力感尺度の因子を算出し，その後各尺度

の相関係数を調べ，各尺度の平均値について性別・学年別に分析した。その後，進路成熟

態度尺度を従属変数とし，強制投入法による重回帰分析を行った。

3、結果

職業的進路成熟態度尺度は「進路計画性(α＝0.80)」「進路自律性(α＝0.75)」「進路関心性

(α＝0.60)」の 3 因子に分類され，進路選択に関する自己効力感は「意思決定(α＝0.85)」「問

題対処(α＝0.82)」の 2 因子に分類された。学年別，性別に分類したところ，進路成熟態度

は 4 年生が 2，3 年生と比較して高く（p<.001），進路選択に関する自己効力感は男性が女

性と比較して高い（p<.001）傾向が見られた。

次にそれぞれの相関係数を算出した。性別で比較すると男性は「状態不安」と「進路自

律性(r=-.28)」「進路関心性(r=-.30)」，「特性不安」と「進路自律性(r=-.29)」について女性

よりも高い負の相関が現れた。学年別に比較すると，大学 3 年生は「状態不安」と「進路

自律性(r=-.24)」，「特性不安」と「進路計画性(r=-.24)」「進路自律性(r=-.30)」「意思決定

(r=-.30)」「問題対処(r=-.31)」について負の相関が現れた他，大学 2 年生はこれに加えて「状

態不安」と「進路計画性(r=-.34)」「意思決定(r=-.45)」「問題対処(r=-.33)」についても他学

年よりも高い負の相関が現れた。進路成熟態度尺度を従属変数とした重回帰分析の結果，

「意思決定因子」が，説明力のある変数であった（t=8.95，p=.00）。
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4、考察

対象大学生の特徴として，進路決定が行われた後も意思決定や問題対処の自己効力感が

高まらない可能性があると考えられた。その為，内定が決まった後の大学 4 年生に対して

もさまざまなキャリア支援を行うことの重要性が部分的に示唆された。

次に，進路成熟態度と不安感情並びに進路選択に関する自己効力感の関連を見たところ，

性別・学年によってキャリア支援の方法を変える必要があること，並びに男性や大学 2・3

年生の進路相談を行う際には，その背後にある不安感情についても着目を行うことが重要

である可能性も示唆された。

さらに，重回帰分析の結果から，大学生の進路成熟態度を高めるためには，進路意思決

定に関する自己効力感を高めることの重要性が示唆された。

5、今後の課題

本研究において「進路成熟態度は不安感情と負の関連，進路選択に関する自己効力感と

は正の関連が見られ，進路選択に関する自己効力感と不安感情は負の関連が見られる」「進

路成熟態度は大学 1，2，3 年生よりも 4 年生が有意に高く，進路選択に関する自己効力感

は大学 1，2，3 年生よりも 4 年生が有意に高く，女性よりも男性が有意に高い」という仮

説は部分的に支持された。

しかし本研究の問題点として，回答者の内訳が女性に偏っており，調査した大学が 1 校

に限定されていたために今回の結果を一般化することはまだ難しいこと，調査時期が 6～

10 月となったことで時期による影響を排除しきれなかったことが挙げられる。

今後の研究では，進路選択の自己効力感を「進路決定前の自己効力感」「進路決定後の

不適応に対する自己効力感」に分類して考えること，実際の就職活動や情報収集活動など

の行動的側面との関連について調べること，より進路問題に関連の深い不安感情を取り扱

うこと，そしてこれらの因果関係について検討することが重要と考えられる。
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